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R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 計

20 30 30 30 30 30 170

受入目標人数設定
の考え方・根拠

教育プログラム・コースの概要

福岡大学大学院医学研究科　先端医療科学系専攻

多職種連携がん専門医療人育成コース（インテンシブコース）

医師、看護師、薬剤師、リハビリ技師、管理栄養士、ソーシャルワーカー、等

1年

がんサバイバーが抱える様々な苦痛を把握し、的確な支持医療・緩和ケアを提供
できる医師、看護師、薬剤師等の医療人を育成する。

令和5年7月

受入目標人数
※当該年度に「新たに」入学する
人数を記載。
※新規に設置したコースに限る。

過去に実施したセミナーの参加人数から算出した。

緩和医療、がん相談支援、AYA世代支援、老年腫瘍学、支持医療、がん関連学際
領域など複数の科目にわたるがんセミナーを受講し、知識を修得する。それぞれ
の講義で学習成果を評価し、8割以上の科目で合格することを修了要件とする。

緩和医療、がん相談支援、AYA世代支援、老年腫瘍学、支持医療、がん関連学際
領域など、従来の外科的、内科的、放射線治療以外の科目について履修する。

多職種を対象とするため、特に連携する専門資格は設定していない。

年間の教育プログラムに則って学習するため、普遍的に知識を習得できる。また
セミナーを受講した後に小テストを行い、学習成果を評価する。セミナーの動画
を撮影し、繰り返し学習することで学習効果を高める。

がん診療の専門資格をもつ医師、看護師、薬剤師が中心となって教育内容を検討
し、指導を行う。自施設では足りない領域に関しては、連携する施設に講師の派
遣を依頼する。

自分の専門分野の医療を提供するのみならず、他職種と連携して患者の苦痛を緩
和できるチーム医療を推進していく。




